
とちぎフォーラム 2007 開催要綱
～ 夢 くらし 未来 ～

1. 趣 旨
昨年 4月に障害者自立支援法が施行され、障害のある人の地域生活や就労移行の実現に向けて支援が
強調されています。障害のあるすべての人が「自立」できるための新しい体系がスタートしたのです。

これらを実現するためには、障害を理解し、その特徴に合わせたさまざまな社会的資源や支援システム

が必要です。

学校を卒業して進路を選択するとは、一般就労をする人ばかりでなく、福祉的就労をする人や就労が

困難な人にとっての支援のあり方も考えなければなりません。施設を出て地域で暮らすことも含め、障

害のある人が安心して地域で暮らせるためのまちづくりが必要です。

今回は、障害のある人の就労などの進路選択の現状を知り、その課題を考え、地域で安全で安心して

暮らせるためのまちづくりを考えていきたいと思います。

2. 主 催 とちぎフォーラム実行委員会

特定非営利活動法人 全国地域生活支援ネットワーク

3. 後 援(予定)
栃木県 宇都宮市 栃木県教育委員会 (財)栃木県知的障害者育成会 特定非営利活動法人栃木県

障害施設・事業協会 (社福)栃木県社会福祉協議会 栃木県社会就労センター協議会 宇都宮市知的

障害者相談員連絡会 栃木県知的障害児(者)施設保護者会連絡協議会 栃木県知的障害養護学校 PTA
連合会 下野新聞社

4. 会 期 平成 19年 6月９日(土) ～ １０日(日)

5. 会 場 研修会場 とちぎ健康の森 栃木県宇都宮市駒生町 3337-1
交流会場 コンセーレ 栃木県宇都宮市駒生 1-1-6

6. 定 員 400名(関心のある方どなたでも)

7. 参加費 研修会費 1日 3,000円 2日間 5,000円
交流会費 5,000円

8. 申込み期限 平成 19年 5月２ 1日(月)

9. 申込み先(問合せ先)
とちぎフォーラム 2007 〒321-0201栃木県下都賀郡壬生町大字安塚 2032
実行委員会事務局 社会福祉法人せせらぎ会 担当：粟野、阿久津、小堀

電話 0282-86-3312 FAX0282-86-3223
メール tochigi.4s@mx4.ttcn.ne.jp



10. 研修プログラム

1日目 6月９日(土)
12：00 受 付
13：00 主催者挨拶 とちぎフォーラム 2007実行委員長 鈴木勇二

13：10 特別講演 地域生活は万全ではない

－地域生活で起こりうるリスクを乗り越えるために－

毎日新聞社夕刊編集部部長 野沢和弘

14：10 休 憩
14：20 シンポジウムⅠ みんなで盛り上げよう栃木の地域生活

－障害者の日常生活を支えるしくみ－

障害者自立支援法では「地域での普通の生活」が強調されています。障害

者が地域で安全で安心な生活を送るには、福祉的支援だけでなく様々なしくみ(セーフ

ティネット)が必要です。それぞれの立場からみた日常生活でのトラブル又はリスクの

現状と予防・解決のための課題を話し合い、考えるヒントを出しあいます。

シンポジスト 栃木県障害福祉課課長 福田 進

栃木県宇都宮中央警察署生活安全課課長 平野浩之

宇都宮市民生委員・児童委員協議会理事 笹野美江子

柳川小児科医院医師 柳川悦子

芳賀地区障害児者相談支援センターコーディネーター 疋田友子

コーディネーター 毎日新聞社夕刊編集部部長 野沢和弘

17：00 休 憩
18：00 交流会

2日目 6月 10日(日)
9：30 受 付

10：00 シンポジウムⅡ 社会に向けてのスタートラインに立って
－人生の選択にあたり―

障害者自立支援法では、自立・就労が強調されていますが、一般就労を望む人、福祉

的就労に進む人、介護度の高い人がいます。養護学校まではよかったけれど、卒業し

てからの長い人生をどう組み立てていくか、家族や周囲の人はどう支援していくのか、

それぞれのライフスタイルにあった進路選択やフォローアップの支援は。その体制の

現状と課題を様々な立場から討論します。

シンポジスト 栃木県障害福祉課地域生活支援担当・課長補佐 檜山光治

栃木県立益子養護学校進路指導主事 服部隆志

栃木県立栃木養護学校 PTA会長 小島幸子

JSPモールディング㈱栃木工場工場長 神山 亮

保健医療・福祉施設あしかがの森顧問 阿部敏明

コーディネーター 栃木県知的障害者育成会事務局長 谷田貝好冏

12：00 まとめ 全国地域生活支援ネットワーク代表理事 田中正博

12：30 研修会終了



とちぎフォーラム2007 参加申込書

申込団体の名称

申 込 代 表 者 (氏名) ℡

fax

(住 所)

参加証の送付先 〒

℡

fax

№ (ふ り が な) 2日間参加は5,000円 交 流 会 費用合計

参 加 者 氏 名 ９日 3,000円 10日 3,000円 5,000円

1

円

2

円

3

円

4

円

5

円

[振込者名義]

振 込 計 円

上の欄にご記入の上、ＦＡＸ０２８２－８６－３２２３までお送りください。

前書き不要ですこのままお送りください

1.振込確認後参加証をお送りします 振 込 先

郵便振替 １０７００－２５１２７４４１

振込先名 とちぎフォーラム実行委員会

※振込者名は「社会福祉法人」等を省略してください

2.宿泊は各自で手配願います

3.申込者が5名を超える場合はこの用紙をコピーして使用してください



（交通機関）

※JR宇都宮駅から関東バス駒生営業所行（約25分）下車､徒歩５分

※東武宇都宮駅から関東バス駒生営業所行（約20分）下車､徒歩５分

※駒生営業所行のバスは"10"番と表示されています。

（自家用車）

※東北自動車道宇都宮インターから約15分

※東北自動車道鹿沼インターから約20分




